
　沖縄戦終結から 16 年が経った 1961 年、琉球政府

立法院は、「住民の祝祭日に関する立法」（1961 年

立法第 85 号）において、沖縄の戦
せん

没
ぼつ

者
しゃ

の霊
れい

を慰
なぐさ

め平和を祈
いの

る日として「慰霊の日」を制定しました。

　「慰霊の日」は、日本軍の組織的戦
せん

闘
とう

の終結した

時点、すなわち第 32 軍の牛島司令官と長
ちょう

参
さん

謀
ぼう

長の

自決した日とし、6月 22 日説が採用されました。

　1965 年 3 月、第 28 回立法院議会で「住民の祝

祭日に関する立法の一部を改正する立法案」が提

出され、「慰
い

霊
れい

の日」を変
へん

更
こう

する審議が行われま

した。行政法務委員会が立法改正の際に再調査し

た報告を読むと、「慰
い

霊
れい

の日」を 6 月 23 日に改め

た経
けい

緯
い

がわかります。
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　琉球政府時代に制定された「慰
い

霊
れい

の日」は、沖

縄独自の休日でした。日本復帰すると「国民の祝

日に関する法律」適用となり、「慰霊の日」は休日

から除外されました。

　その後、沖縄県は「『慰霊の日』を定める条例」

（1974 年 10 月 21 日条例第 42 号）を以下の通り

公布しました。以後「慰霊の日」は、戦
せん

没
ぼつ

者
しゃ

追
つい

悼
とう

と平和を祈る日として県民に浸
しん

透
とう

していきます。

沖縄県「慰霊の日」を定める条例

第一条 我が県が、第二次世界大戦において多くの尊い生命、財産及
およ

び

文化的遺産を失つた冷厳な歴史的事実にかんがみ、これを厳
げん

粛
しゅく

に受けと

め、戦争による惨
さん

禍
か

が再び起こることのないよう、人類普
ふ

遍
へん

の願いであ

る恒
こう

久
きゅう

の平和を希求するとともに戦没者の霊を慰めるため、慰霊の日を

定める。

第二条 慰霊の日は、６月 23 日とする。

▶1965 年の立法改正

▶1974 年　沖縄県条例で「慰
い

霊
れい

の日」制定

▶「慰
い

霊
れい

の日」　当初は 6月 22 日

○
星ほ

し

克か
つ

君
「（
略
）
沖
縄
観
光
協
会
事
務
局
長
山や

ま

城し
ろ

善ぜ
ん

三ぞ
う

氏
の
参
考
意
見
を
も
と
に
、
さ
ら
に
大
蔵
省
官か

ん

房ぼ
う

調
査
課
発
行
の
覚
書
終
戦
財
政
始
末
第
七
巻
に

よ
る
資
料
か
ら
当
時
の
第
三
十
二
軍
司
令
官
牛
島

中
将
が
自
決
し
た
日
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
年
の
六

月
二
十
三
日
午
前
四
時
半
頃こ

ろ

と
い
う
こ
と
が
も
っ

と
も
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

で
き
る
事
実
で
あ
る
と
認
め
ま
し
て
、

こ
の
よ
う
に
改
め
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。（
略
）
今

回
の
改
正
の
機
会
に
調
査
い
た
し
て
み
ま
し
た
と

こ
ろ
、
二
十
二
日
と
い
う
こ
と
も
あ
な
が
ち
間ま

違ち
が

い
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
予
定
、
つ

ま
り
二
十
二
日
に
自
害
す
る
。
そ
う
い
う
決
意
で

墓
標
な
ど
に
も
書
き
入
れ
た
の
が
、
当
時
の
敵
軍

の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

か
ら
二
十
二
日
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

ず
、
二
十
三
日
の
午
前
四
時
半
に
決
行
し
た
と
い

う
事
実
を
物
語
る
記
録
が
沢た

く

山さ
ん

あ
る
の
で
す
。（
略
）

以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
二
十
三
日
に
変へ

ん

更こ
う

す
る
こ

と
が
妥だ

当と
う

で
あ
る
と
考
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」


